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様式 5-1:終了時活動報告書                                  

2026年 6 月 18日 
 

世界の人びとのためのＪＩＣＡ基金活用事業  

終了時活動報告書（2024 年度採択案件） 

 

１．業務の概要 

（１）案件名 
プーオイ村の小規模コーヒー農園を対象にした技術指導による所得向上

支援事業 

（２）実施団体名 特定非営利活動法人 NGOクワトロ 

（３）実施期間 ２０２５年 ５月２２日～２０２６年 ５月２１日 

（４）実施国 ラオス人民民主共和国 

（５）活動地域 チャンパサック県プーオイ村 

（６）活動概要 

①活動の背景： 
ラオス人民民主共和国（以下、ラオス）において、コーヒー豆は農作物輸出金額第 3 位に位置す

る主要な農産物である。2023 年時点で、総人口（733.8 万人）の約 5.1％にあたる 37.4 万人がコー

ヒー生産に従事していると推計されるが、その大半は小規模農園であり、生産者の多くが低所得に

よる貧困状態に置かれている。 本事業の対象地である南部チャンパサック県のプーオイ村も例外で

はない。同県は気候の利点を活かした農業生産が盛んな地域であるものの、国全体の傾向と同様

に、小規模農園の構造的な貧困課題を抱えている。（引用・参考：外務省ラオス人民共和国基礎デ

ータ、農林水産省「ラオス人民民主共和国 農業農村開発分野における協力の方向」、他関連データ

より弊団体推計） 

 

小規模農家が多く、十分な現金収入を得られない背景には、地理的要因と農業構造の 2 つの理由が

存在する。 

 

● 地理的要因（限られた農地面積）： 

豊富な水資源と広大な農地を持つタイやベトナムなどの周辺国では、国土に占める農地割合

が 20～40％に達するのに対し、内陸国であるラオス全土の農地割合は約 10％に留まる。そ

のため、国全体として個々の農園が小規模化する傾向にある。 

 

● 農業構造（高い自給自足率）： 

ラオスの農業は各村落が独自に自給自足的生産を行う特徴があり、生産物の約 6 割が各家庭

内で消費されている。結果として、市場に流通させて現金収入を得るための農産物の割合が

極めて少ない。 

 

以上から、農家の収入向上を達成するためには、限られた「小規模な生産面積」の中から、生産品

の付加価値を高めて利益を最大化させるアプローチが必要不可欠である。 

 

さらに、流通を担う農業協同組合（以下、農協）の構造的な課題が、農家の収益性を損なう要因と

なっている。 

現在、小規模農家が収穫した豆は農協によって一括で集約・販売されているが、多くの農協には厳
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密な品質評価（グレーディング）機能が備わっていない。そのため、高品質な豆と低品質な豆がす

べて同一のものとして混ざった状態で出荷されており、商品の市場価値（単価）を下げる要因とな

っている。そのため、手間をかけて高品質な豆を精製している農家ほど正当な対価を得られず損失

を被る状況にあり、この課題を解決するには、農村全体としてボトムアップで品質向上に取り組む

必要がある。 

これらの地理的制約や流通構造といった要因により、農家個人がいくら努力を重ねても貧困から脱

却できない構造が存在する。この「個人の力では解決困難な貧困課題」を打破するため、本事業を

実施するに至った。 

本事業の推進にあたり、弊団体の最大の強みとなったのは、これまでの活動を通じて培ってきた国

内外のネットワークである。具体的には、株式会社 SUPERBLOOM（以下、SB社）をはじめとする

日本国内の飲食店や事業者との強固な信頼関係があり、本事業を始める段階で、生産される高品質

なコーヒー豆の確実な販路候補を確保している。 

単なる「生産技術の指導」に留まることなく、技術改善の成果がダイレクトに小規模農家の販売利

益・収入向上へと直結する包括的な支援体制のもとで事業を行った。 

 

②活動の目標： 
本事業は、高品質な豆と低品質な豆が混在し製品価値を下げている課題に着目し、技術指導による

「品質の底上げ」と、持続的な「協働コミュニティの構築」を通じて、小規模農家の所得向上を目

指す。 

 

● 目的 1：技術指導を通したコーヒー豆の品質向上と単価上昇 

事前調査で明確になった「手選別（ハンドピック）」および「保管方法」の課題を解決する

ため、オンラインセミナーや現地ワークショップを実施する。 

 

● 目的 2：オンラインプラットフォーム活用による持続的な協働関係の構築 

既存の根強い村落コミュニティの繋がりを活かし、農家同士が商業的発展を目指して情報共

有や課題解決を主体的に行う仕組みを構築する。 

 

２．業務実施結果 

（1）実施した内容 
 

【渡航前】 

1-1. 対象農家の選定および渡航スケジューリング 

現地ラオスでの技術指導のため、現地協力企業である LuLaLao Coffee（以下、LuLaLao）と連携

し、支援対象となるコーヒー農家 5世帯の選定を行った。 

渡航期間中の各農家への訪問日時、技術指導、および詳細なヒアリングスケジュールを確定した。 

 

1-2. 技術指導内容の策定および現地備品の調達 

コーヒー豆の品質に直結する「選別」と「保管」の 2工程に重点を置き、LuLaLaoおよびSB社のバ

リスタ兼焙煎士と協議し、技術指導カリキュラムを策定した。 

 

● 選別（ハンドピック）工程： 

従来、各農家の経験則や感覚に委ねられてきた選別判断を可視化・マニュアル化し、カビ豆

や欠損豆を弾くための選別基準を伝える 

 

● 保管工程： 

LuLaLaoがこれまで現地で蓄積してきた指導事例をベースとし、SB社バリスタの知見を組み
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合わせ、農家が実践しやすい具体的な管理手法を整理した。 

 

1-3. オンラインセミナーの開催 

現地協力企業である LuLaLaoから、プーオイ村の対象農家（約 15名）に事前セミナーを実施した。

セミナーでは、なぜ高品質な豆の精製が必要なのか、それがどのように単価向上（所得向上）に繋

がるのかという「品質改善の重要性」を説明し、品質向上に対する農家のモチベーション向上を図

った。 

同時に、農家がいつでも自発的に予習・復習を行える環境を整えるため、Facebook グループを作成

した。このグループ内にて、動画や、選別/保管のポイントを写真やテキストで分かりやすくまとめ

た学習教材を共有し、渡航前のインプットとコミュニティの土台作りを行った。 

 

【渡航中】 

2-1. 現地のコーヒー栽培状況および課題のヒアリング 

支援対象となるコーヒー農家を訪問し、現在の栽培状況や生産体制について確認を行った。あわせ

て、日頃の生産活動の中で農家が感じている課題や困りごとについて聞き取りを実施した。 

このヒアリングは、技術指導の「実施前」と「実施後」の 2 回に分けて行うことで、今回の指導に

よる農家の意識の変化や、具体的な効果を把握できるようにした。 

 

2-2. 選別および保管方法についての技術指導 

事前に準備した内容に基づき、実際のコーヒー豆や現場の設備を使い、実作業を交えた技術指導

（ワークショップ）を行った。当日は 3 農家・計 10 名が参加した。なお、渡航時に収穫期を迎えて

いなかった一部の農家については、帰国後のモニタリングの中でフォローアップすることとした。 

 

● 選別方法の指導： 

コーヒーチェリーの収穫時に、コーヒーの実がどれくらい熟しているかを見分ける方法を説明し

た。品質の良い「熟した実」と「未熟な実」を視覚的に見分けるポイントを指導した。 

コーヒーチェリーを水に浸け、水に浮く不良豆と、沈む良質な豆を分ける方法を指導した。これら

は農家の理解を深めるため、農家自身がその場で実際に作業を行う実践形式で実施した。 

 

● 保管方法の指導： 

コーヒー豆の品質に影響を与える温度や湿度について説明した。各農家が現在使用している豆の保

管場所を一緒に確認した上で、「床に直接置かない」「風通しを良くする」など、現地にあるもの

で無理なく取り組める改善案を個別に提案した。 

 

● 質疑応答と意見交換： 

技術指導後に質問の時間を設け、日々の作業における疑問や、新しい選別方法を試す上での懸念点

について話し合い、農家が抱える具体的な課題を共有した。 

 

【渡航後】 

3-1. 指導内容の共有 

現地で実施した指導中に撮影した写真や動画を今回指導した農家へ Facebookグループを通じて共

有した。 

カリキュラムに記載のない、農家が収穫や精製の現場で直面した突発的な問題に対しては、都度

質問をもらったタイミングで指導者から直接回答し、迅速に知識を得られる環境を整備した。ま

た、渡航中に直接指導ができなかった農家もグループを通じて、指導内容の共有やオンラインによ

る効果測定（理解度の確認）を実施した。 

 

3-2. 対象農家のモニタリングと継続的なフォローアップ 
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帰国後も継続するコーヒーの収穫期において、農家主体で指導内容が正しく実践されているかを確

認するため、Facebook グループを活用したモニタリングを実施した。現地の農家から作業の写真や

動画を共有してもらい、リアルタイムなアドバイスを行うことで技術の定着を促した。 

 

3-3. 事業完了以降の課題の整理および今後の取り組みの検討 

本年度の事業および現地ヒアリングを通じて、小規模農家が抱える新たな課題が明確になった。こ

れらの課題への今後の対策について、現地協力企業である LuLaLao と協議を行った。 

 

（２）実施成果：  

1. 現地ヒアリングによる実態把握とニーズの明確化 

支援対象農家へのヒアリング調査により、現地の生産環境や流通における具体的な課題が明らかに

なった。 

● 生産・技術面の現状： 多くの農家は親の代からコーヒー栽培を引き継いでおり、従来の生

産・精製手法をそのまま踏襲していた。品質向上を意識した改善は行われておらず、村内で

の助け合いはあるものの、栽培技術に関する情報交換や学習の機会が不足している状況が確

認された。 

 

● 流通・価格面の現状： 当初の想定であった農協主導の出荷とは異なり、農家は買い付けに訪

れる民間バイヤーとの取引がメインの取引とする傾向にあった。バイヤーの提示価格は市場

状況によって 1キロあたり数千 kip（数十円）単位で日々変動しており、数十トン規模の収穫

量を持つ農家にとってこの価格変動は大きな問題となっていた。農家は自身が生産した豆の

品質に対しての判断ができないため、バイヤーに提示された金額を受け入れることしかでき

ず、比較的高値で取引されるアラビカ種（未精製のチェリー状態）でも、最高値で 1キロあ

たり約 15,000kip（約 105円程度）に過ぎず、年間収入としては不十分であった。そのた

め、農家側からも安定的かつ公正な取引への強い要望が確認された。 

 

● 過去の取り組み： 一部の農家は過去に品質向上を試みた経験を持っていたが、知識が十分で

はなかったために適切な選別や精製、発酵プロセスが不十分で期待する品質に届かず、所得

向上に結びつかなかった。その結果、現在は加工プロセスを行わず、付加価値の低いチェリ

ーの状態でほとんどを卸しているという背景が判明した。 

2. 現地技術指導およびモニタリングの実施成果 

● 実技指導の実施： 現地にて計 3農家 15名に対し、収穫・精製プロセスおよび保管方法の技

術指導（ワークショップ）を実施した。今回の指導内容は、農家へ過度な作業負担をかける

ことなく実践できる有効な手法であることが確認された。また、指導を通じて選別や保管以

外の生産プロセス（精製や発酵など）に関する技術指導へのニーズも非常に高いことが浮き

彫りとなった。 

 

● 遠隔モニタリング体制の構築： 直接指導を行った農家に加え、タイミングが合わず不参加と

なった 2農家 5名についても事前に作成した Facebookグループにて遠隔指導を行った。指

導内容を写真や動画付きのレポートにまとめて共有したことで、渡航後も継続する収穫期に

おいて、参加・不参加問わずすべての農家が正しい手順で作業を継続できる環境を整えた。 
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3. 事業実施前後の改善状況（ビフォーアフター） 

実施項目 事業実施前の状態（課題） 事業実施後の成果（改善点） 

コーヒーチ

ェリーの選

別 

収穫されたチェリーに、未成熟な

実や欠損豆が混在し、品質を大き

な影響を与えていた。 

手選別（ハンドピック等）プロセスの導入に

より、不良豆の混在率を 10%以下へと大幅に

減少。 

品質向上により、事業実施前には約 105円

/kgで取引されていた豆が約 1,500円/kgに単

価が向上、取引価格にも大きく寄与。 

コーヒー豆

の保管環境 

収穫後の豆は屋内にただ保管され

ているのみで、風通しやの悪さ等

による品質劣化のリスクに晒され

ていた。 

屋内（既存の倉庫や家屋など）での適切な保

管が徹底され、品質を維持したまま出荷でき

る体制となった。 

収穫期間中

の技術定着 

1 回きりの指導で終わり、その後

の収穫で元のやり方に戻ってしま

う懸念があった。 

Facebook グループでのレポート共有と遠隔

サポートにより、技術指導後も正しい手法が

維持。 

農家の意識

変化 

過去の挫折から品質向上へのモチ

ベーションが低下し、現状維持に

留まっていた。 

遠隔モニタリングを通じて、農家側から自発

的に生産方法に関する質問が届くようになる

など、品質改善への意識向上を確認。 

 
（３）得られた教訓など： 

 
1. 支援農家の動機付け 

現地調査の際、過去に品質向上に取り組んだものの、収入アップに繋がらず、取り組みを

諦めてしまった農家に出会った。農家に対して単に選別や保管の方法を教えるだけでは技術

は定着しないことが分かった。今回の渡航中には「なぜこの作業が必要なのか、この作業を

行うことでどのようなメリットがあるのか」を丁寧に説明することで、農家が作業負担を感

じずに前向きに取り組む大きな原動力となっていたと感じた。技術支援とその先のゴールや

得られるメリットを伝えることや所得向上の実績を作ることが、今後の対象農家を増やすた

めに不可欠だと痛感した。 

 

2. 渡航による指導と遠隔指導の限界 

安定的に高品質な豆が作られるためには継続した支援が必要であり、実際に専門家が渡航

して技術指導を行うだけでは限界がある。しかし、その後の Facebook グループを使ったモ

ニタリングでは、農家側がどうしても得たい情報にリアルタイムでアクセスできないケース

があるという課題に直面した。技術を完全に定着させるためには、SNS だけでなく、それを

生かした「チャットボット」のようなツールを組み合わせて活用することの可能性を感じ

た。 

 

3. 技術指導の有用性と周辺農家への普及ニーズの高さ 

今回実施した選別や保管に関する技術指導は、農家に過度な負担をかけることなく品質改
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善（不良豆の混在率 40%から 10%以下への減少）という確実な成果を出せることから、現地

において極めて有用であることが証明された。さらに、この取り組みを見た周辺農家からも

「自分たちにもぜひ技術指導をしてほしい」という要望が寄せられた。この事実から、村全

体で品質の底上げを行うための潜在的なニーズが非常に高いことを実感し、次年度以降によ

り多くの農家へ広く普及させていくことの仕組みが必要であると考えた。 

 

（４）今後の活動・フォローアップの方針： 

 
本事業を通じて、技術指導の定着や品質改善（不良豆の混在率が 10%以下への減少）といった確か

な成果が得られた一方、現地ヒアリングやモニタリングを通じて、次ステップで解決すべき 5 つの

新たな課題が明確になった。今後は、現地協力企業である LuLaLao や SB 社と引き続き連携し、以

下のフォローアップ計画および方針に沿って活動を展開していく。 

1. チャットツールを活用した遠隔教育システムの構築（課題 1・2への対応） 

直接指導の形式では支援できる農家数に限りがあり（普及性の不足）、指導者が個別に回答す

る体制では時差等によるタイムラグが生じる（リアルタイム性の不足）という課題に対し、教育カ

リキュラムを組み込んだ「チャットボット」を構築・導入する。 本ツールの導入には、現地の生活

習慣やスマートフォンの普及率を背景とした以下の大きな利点があり、生産現場における高い親和

性と効果が期待できる。 

● リアルタイムでの専門知識の補完： 

専門的な知識を持たない農家であっても、知りたいことや直面しているトラブルを自分の言

葉で直接質問し、すぐに回答を得ることができる。 

 

● 知識の忘却防止と利便性： 

一度覚えた知識を忘れてしまった場合でも、いつでもその場で再確認が可能となることで、

コーヒー豆生産の現場（農園）でスマホ画面を見ながら作業に反映させることができる。 

 

● 心理的抵抗感の低さ： 

ラオスでは Facebookをはじめとする SNSが広く一般に浸透している。そのため、それを活

用したチャット形式のシステムであれば、新しいデジタルツールを導入することへの心理的

抵抗感が低い。 

2. 小規模農家向けの簡易品質評価システムの構築（課題 3への対応） 

 

国際的な品質評価機関（SCA 等）は、評価を受けるための費用や大量のサンプル提出が必要とな

るため、小規模農家が自力で利用することは困難であり、自身の豆の正確な品質や改善点を知る機

会がないという課題があった。 この課題に対し、日本国内のパートナー（SB社のプロバリスタや焙

煎士など）の知見を活かし、小規模農家でも低コストかつ手軽に品質評価とフィードバックを受け

られる、独自の簡易グレーディング（品質評価）システムの構築を進める。これにより、農家が自

身の作った豆の価値を正しく把握し、さらなる品質向上へと繋げる持続的な動機付けを行う。 

 これにより、高品質な豆については、SB 社のような法人や品質を正当に評価するバイヤーなど、

「品質に応じた適正な高価格」で取引を行う市場へ優先的に供給し、基準に満たなかった豆や従来

の品質にとどまる豆については、これまで通り一般のバイヤーへ流通させる状態を目指す。このよ

うに、品質に応じた市場の使い分けを行うことで、農家自身が「不利な価格交渉がされる立場では

なく、卸先を自由に選択できる状態」を目指す。 
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3. 害虫被害および機械導入に関する継続的な調査・検討（課題 4・5への対応） 

● コーヒーツリーへの害虫被害対策（課題 4）：  

木そのものが枯死し、毎年の収穫量に深刻な打撃を与える虫害への対策は最優先事項の一つ

である。しかし、化学農薬の安易な使用は自然の生態系やコーヒー豆の安全性に影響を及ぼ

すリスクがあるため、環境への配慮を含めた効果的な対策案について、専門家の知見を交え

ながら継続して慎重に検討を行う。 

 

● 機械導入による収穫作業の効率化（課題 5）： 

数十トンに及ぶ収穫・精製プロセスをすべて手作業で行う現状には限界があり、労力削減の

ための機械化の要望は強い。しかし、高品質なスペシャルティコーヒーの生産には、収穫・

精製時の厳密な選定作業が不可欠である。機械を導入した場合に品質（選定基準）が維持で

きるか、また農家の経済的負担に見合うかという観点から、本事業内においては引き続き最

適な導入モデルの検討・情報収集を行うこととする。 

4. 日本国内における販路の持続的拡大と啓発の継続 

上記の現地フォローアップと並行し、これまでの事業の最大の強みである「確実な販路」のさらな

る強化を図る。SB 社と連携して開始した「コーヒー豆のサブスクリプション（定期購入）サービ

ス」の会員拡大に努めるとともに、国内イベントを通じたラオスコーヒーの認知度向上と現地農家

の生活実態を伝える啓発活動を継続する。生産（ラオス）から消費（日本）までを包括的に繋ぐ持

続可能な仕組みを発展させ、参加農家の安定的な経済的自立と所得向上を確固たるものにしてい

く。 

３．その他(エピソード・感想・写真など) 

（１）活動中のエピソード・感想など 

渡航中の技術指導前のヒアリングでは、農家の方々は緊張した面持ちで、我々からの支援に対して

どこか受け身の様子であった。しかし、技術指導を行う中で、農家側の態度に変化が見られ、「収

穫の時はどうすれば良いか」「このケースでも対応できるか」といった自発的な質問が次々と飛び

交うようになった。さらに、農家同士でも教え合うなど、現地農家のつながりが生まれた取り組み

になったと感じる場面があった。 

技術指導後には、一部農家から「自分たちが育てたコーヒーを飲んでみてほしい」と、自家製のコ

ーヒーを振る舞っていただいたり、別れ際に、「来年も絶対にまた来て、コーヒーの技術を教えて

ほしい」と手を握られた際には、今後の継続した支援を行うクワトロとしての動機付けとなった。 

（２）活動の写真 

 

    
写真①：コーヒー豆の選別に関する指導風景 写真②：コーヒー豆の選別時の質問に回答している様子 
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写真③：農家のコーヒー豆生産状況と課題を  写真④：コーヒー豆生産工程（パルピング）について

ヒアリング                      現地ヒアリング 

 

   
写真⑤：技術指導後に農家のコーヒーを試飲 写真⑥：技術指導後に収穫したコーヒーチェリー（熟し

たチェリーのみを選別して収穫） 

 

 
写真⑦：提供しているマニュアルの一部 

 

（３）JICA 基金活用事業を実施したことで団体の成長につながった点・良かった点 

 

当団体の理念である「努力した人が報われる社会の実現」に向け、今後の小規模コーヒー農家の

支援を進めていくための強固な土台ができた。対面指導だけでなく Facebook グループ等のデジタル

技術を取り入れた遠隔支援モデルへと、団体の活動の幅を広げられたことも大きな成果となった。 
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事業を通して、現地のパートナー（LuLaLao Coffee）や国内の協力企業（SB 社）のバリスタ、当

団体スタッフがそれぞれの専門性を発揮し、同じゴールに向かって対等に協力し合うことができ

た。現地の文化を尊重しながら良い雰囲気で事業を完遂できたことで、現地の協力者を含めて、事

業全体メンバー間の絆が深まり、今後の活動への強いモチベーションに繋がった。 

本事業が無事に完了し、現地の生産環境や生活の改善に貢献できたのは、日頃からクワトロを支え

てくださる皆さまの温かいご支援のおかげである。皆さまの想いが現地農家の努力を成果へと結び

つけていることに、心より深く感謝を申し上げます。 

 


